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Abstract 


Following the previous experiment, Toxoplasma gondii was examined in vitro on the 
resistance to some disinfectants, digestive enzymes and bovine bile. 

Strains of T. gondii used were the RH and Beverley, and the experimental methods were 
almost similar as those in the previous experiment. Results obtained were as follows: 
1) The parasites and disinfectant which was diluted to different concentrations with saline, 
were incubated at 4°C for 15 minutes and washed twice by centrifugation. The parasites 
were resuspended in saline and inoculated to mice for an examination on infectivity of the 
parasites. Both forms demonstrated to be able to survive at 4°C for 15 minutes in 0.1% 
of saponated cresol, 0.1% benzethonium chloride, 0.01% formalin, 50% ethyl] alcohol, 
10% sodium bicarbonate and 2% bolic acid. On the other hand, cysts could resist to 5% 
carbolic acid and 1% thimerosal but proliferative form could do only to 0.1% carbolic 
acid and 0.001% thimerosal. 
2) Resistance to T, gondii to digestive enzymes was examined by incubating them at 37°C 
for different hours. It was shown that cysts survived for 5 hours respectively in 1% trypsin, 
1% pepsin, 5% diastase ani 5% lipase. 
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While, proliferative forms did for 5 hours in 0.5 trypsin and 1% pepsin, and for 3 


hours in 5% diastase and 5% lipase. 


3) Cysts could survive for 5 hours in 50% bovine bile and for 3 hours in 5% sodium 


cholate, but proliferative forms could do for 5 hours in 25% bovine bile and was killed by 


0.1% sodium cholate within 30 minutes. 


は じ 


本 研究 で は 第 1 報 の 研究 に ひき つづ いて , Tp om 
化学 的 条件 に 対す る 抵抗 性 , と くに 2, 3 の 化学 的 要 
因 に 対す る 抵抗 性 に つい て 検討 し た . すなわち , 前 報 
(に お いて は , 温度 , BAE, pH, 乾燥 及び 紫外 線 照 
射 等 の 物理 的 な 要因 に 対す る 原虫 の 抵抗 性 に つい て 報 
告 し た が , 本 研究 は 数 種 の 消毒 薬 及 び 洗 光 楽 に 対す る 
Tp の 抵抗 力 及 び 2, 3 の 消化 酵素 , 胆汁 また は コー 
ル 酸 ナトリウム 等 の 薬剤 が Tp の 生活 力 に どの よう な 
効果 を 発揮 する か に つい て 検討 を 加え た も の で ある . 

Tp は 増殖 型 と Cyst 型 で は 抵抗 力 に か な り の 差異 
が あり , Jacobs e al, (1960) に よれ ば , Cyst の 抵抗 
性 の 強い の は 単に Cyst 膜 の 保護 作用 の み で は な く 
Cyst か ら 人 工 的 に 遊 出さ せ た 原 虫 で も 消化 液 に 対し 
て 増殖 型 原虫 より も 抵抗 性 が 強く , 本 質 的 に Cyst 型 


め に 


の 原虫 は 増殖 型 の 原虫 と 異な る 性 質 を 獲得 し て いる た 
めで あろ うと 述べ て いる . 

第 1 報 に お いて 記載 し た 如く , Tp の 増殖 型 と Cyst 
型 と の 抵抗 性 は 多く の 面 で は ほ ば 同等 で あっ た が , 2 
SC 附近 の 低温 に 保存 し た 場合 , Cyst 型 は 増殖 型 の 約 : 
6 倍 も 長く 生存 し て いる と と が 確認 され た . と の よう 
(に, 型 に よる 抵抗 性 の 差異 は 原虫 が 消毒 薬剤 と 接触 し 
た 場合 に ち み と め ら れる も の か , Ek, 消化 液 及 び 消 
化 酵素 の 作用 が Tp の 生存 に 対し て どの 程度 の 影響 を 
与え る か 等 に つい て 知る と と は 重要 な と と と 考え られ 
25 

本 報 に お いて は , 上 記 薬 剤 に 対す る Tp の 抵抗 性 を 
in vitro に お いて 検討 し た 結果 , 2,3 の 興味 ある 知見 . 
を 得 た の で と と に 報告 する 次 第 で ある . 


実験 材料 お よび 方 法 


実験 に 使用 し た 原虫 株 は RH 株 (増殖 型 Bever- 
ley 株 (Cyst 型 ) の 2 株 で ある . 

実験 に 用 いた 動物 は 体重 18~20g の dd 系 マウ ス で , 
供 試 g マ ウス は すべ て 回 形 飼料 (日 本 クレ ア ・CA-1) と 
少量 の 水 を 与え て 飼育 され た . 

RH 原虫 浮 済 液 普 びに Beverley 株 Cyst (以下 
Bev, Cyst) 浮 流 液 は 著者 の 第 1 報 (1968) に 記載 の 方 
法 に よっ て 作製 し た . た だ し , 第 1 報 に お いて 雑菌 汚 
染 防止 の た め に , ペニシリン 及び スト レプ トマ イシ ン 
を 添加 し た が , 今回 の 実験 で は マイ シリ ン の 添加 は 行 
な っ て いな い . 

と の 原虫 浮 湾 液 と 薬剤 の 生理 的 食塩 水 (以下 , 生食 
Ik) 溶液 と の 等 量 を 混合 し , 薬剤 の 最終 測度 を 決定 し 
た . 第 1 報 に お いて 既に 述べ た 如く , RH は 蒸留 水 
に 極め て 短 時 間 (1 分 間 以 内 ) の 接触 に よっ て 容易 に 
死滅 する こと が 判明 し て いた の で , 薬剤 の 溶媒 と し て 
は 蒸留 水 は 一 切 用 い ず , すべ て 生食 水 を 用 いる と と と 
し た . 

楽 剤 と 原虫 浮 漠 液 の 等 量 混合 液 は , 消毒 薬 の 場合 は 


4°C の 冷蔵 庫 内 に , 酵素 流 及び 胆汁 液 等 の 場合 は 3 の C 
の 恒温 槽 内 に 所 定時 間 保 持 し た 後 , 直ちに 1, 500G- 
(3,000rpm) 5 分間 遠 心 沈 湯 し , 上 清 部 を 径 て , WD 
溶 原虫 部 に 生食 水 を 加え て よく 揚 振 し て 再び 遠 沈 す る 
(3.000rpm5 分 間 ). 同様 の 操作 を さら に 1 回 繰返し 
THL, 薬剤 の 残存 を 極力 回 避 し た 。 SB Cei 
虫 と の 接触 時 間 は , 准 蔵 庫 内 10 分 と 最初 の 遠 沈 操作 中 . 
の 接触 時 間 5 分 を 加算 し て 15 分 間 の 接触 と し た . 
接種 材料 の 注射 方 法 は 腹腔 内 注射 に 統一 し , 注射 液 
量 ぉ 一 定 し た . 接種 材料 中 の Tp 原虫 の 生死 判別 は , 
第 1 報 に 記載 し た 方 法 (に 準拠 し て 行なっ た . 

Tp 体 抗 価 の 検定 は 花木 ・ 信 藤 に よっ て 開発 され た 
Tp 感 作 血 球 凝 集 反 応 (XU RHA ) を 用 いて 行なっ た . 
実験 に 使用 され た 薬剤 は 次 の 如く で ある . 消毒 薬 : 
クレ ゾ -rpi ( 局 方 , 高杉 製 薬 ) 塩化 ベン ゼ ト 
ニウム 液 ("ハイ アミ ン ", 三共 製薬 ), AR CADE 
純 薬 1 級 )) エチ ル ア ル コー ル (和光 純 楽 1 級 ), マー 
Yay ( チ メ ロ サー ル , 武田 薬品 )) ホル マリ ン (〈 局 方 . 
AIG HED, DEMS : 炭 酸 水素 ナオ トリ ウム EE 
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楽 特 級 ), TRE CADEM E BHO 
酵素 : トリ プシ ン (1 : 250, Difco), ペプシ ン (1 
: 10,000 Difco), ジア スタ ー ゼ (和光 純 薬 , FJ 


RE R 


1. 数 種 の 消毒 薬剤 に 対す る Tp の 抵抗 性 に つい て の 
検討 

一 般 に 広く 使用 され て いる 8 REOS SEE OD CAR 
洗 河 薬 等 の 薬剤 と 一 定時 間接 触 し た 原虫 が が マウ ス に 
対す る 感染 性 に どの よう な 変化 を 受け て いる か を 検討 
し た . 

まず , 最終 的 濃度 の 2 倍 の 濃度 に 調製 し た 各 薬 剤 を , 
小型 遠 沈 管 に 2 cc 宛 分 注 し , これ に K 原 虫 浮 涯 液 を 2cc 
加え て よく 混和 し た 後 , 4?C の 冷蔵 庫 内 に お き , と き 
ご き 振 っ て よく 混和 し ,10 分 後に 1, 500G (3, 000rpm ) 


表 1. 
Table]. 


RH 増殖 型 に 対す る 各種 消毒 剤 の 効果 


Effect of disin ectants on survival of the RH proliferative form 


E : 5 ・5 分 ), リパーゼ (和光 純 薬 , Wheat germ) 
こと の 他 , コー ル 酸 ナトリウム RRR, デス オキ 
シュ コー ル 酸 ナトリウム (米山 製薬 ) が 実験 に 使用 され た . 


km A 
55m 2. 原虫 と 消毒 薬剤 と の 接触 時 間 は , A 
蔵 庫 10 分 と 遠 沈 操 作 に 要 し た 5 分 を 加算 し て 15 分 間 と 
し て 表現 し た ( 表 1 及び 表 2 BR). OF it, LAB 
ZET, 生食 水 を も っ て QP LKR, PEERS 
(に 4 cc の 生食 水 を 注 加 し て よく 提 振 し て マウ ス K 接 
種 し た . 

原虫 と 楽章 と の 混合 液 中 の 原虫 数 は , RH の 場合 
200 万 へ 100 万 個体 /0.1cc, Bev.Cyst の 場合 は 300 ン 
100 個 /0.1cc の 範囲 に 調製 した. 接種 量 は 0.2cc に 統 
ーー した. 


| . - 
Drug Conc. Nu. t andes Fate oun Detection of T. ; ondii Bx 
96 inoculated inoculated | Prolif form Cyst 
Saponated solution of 
cresol (pharmacopoeia ) 
1 D* C 6y** zie BA 
0,01 2 D (6 + ze 
3 D (6) + zx 
1 D (6) + = 
0.1 2 D (6) + — 
3 D (7) + = 
1 S** (25) — x 
1.0 2 S (25) -— = 
| 3 S (25) — B = 
Benzethonium chloride 
solution Hyamine^ 
1 D (7) t = 
0,01 2 D (7) + ES 
3 D (8) + — 
1 D (8) T ー 
0.1 2 D (8) T = 
3 D C7) + — 
1 S (255 — — 
1.0 2 ト S (25) z A 
3 S (25) = = = 
Carbolic acid 
1 D (6) + SF 
0.1 2 D C6) + — 
3 D C5) T am 
1 S (25) — = 
1.0 2 S (25) ー 
3 S (25) — = 
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Drug Conc, No, of mice Fate of mice Detection of 7 , gondii 
% inoculated inoculated Prolif form Cyst 
Thimerosal 
1 D (5) * = 
0. 0001 2 D (5) T — 
3 D (55 T xs 
1 D (6 as z 
0,001 2 D (9 + ー 
3 D (105 t i: 
1 S 30) | = = 
0,01 2 S (30) — — 
3 S (305 — — 
1 S. GO = = 
0.1 2 S (305 = = 
3 S (305 — 
Formalin (37% of HCHO) 
1 D (55 + — 
0.01 2 D (5) t — 
3 D (5) a — 
1 S (25) — — 
0.1 2 S (255 ー ー 
3 S (25) | = E 
1 S (255 — -— 
1.0 2 S (255 = x 
3 S (25) ee em 
Ethyl alcohol 
1 D (6) F = 
50 2 D (7) F — 
3 S (25 — = 
1 S (255 E = 
70 2 S (28) — — 
3 S (255 — E 
1 S (25) = 5 
90 2 S (25) z a 
3 S (25) E E 
Sodium bicarbonate 
1 D (5) + = 
2 2 D (45 * = 
3 D (45 + — 
1 D (5) + ー 
4 2 D (45 2s E 
3 D (5) + = 
1 D (55 | + na 
10 2 D (5) | + ー 
3 D て 5) | + — 
Boric acid | 
1 D C755 + ー 
2 2 D 55 + E 
3 D C5) + - 
| qun M 
1 | D (5) + = 
Saline control 2 D (4) + — 
3 D (4) + — 


Tp and a drug were incubated at 4°C for 15 minutes, 
*D : Death of mice 
**S : Survival of mice 
TES ae Numbers in parentheses give the survival days of mice 
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d 2 Beverley A bICMS 5 SAS ERA OME 
Table2. Effect of disinfectants on survival of the Beverley cyst 
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Drug No, of mice 


96 inoculated 


Detection of T, gondii 


Fate of mice HA 


inoulated 


| Prolif. form | Cyst 


Formalin (37% of HCHO) 


0,01 
0.1 


1.0 


| Wry wo WH 


(30) ー 
(300 | 
C30) | = 
BGO — ー 
(30) | 

(305 - is = — 
(30) = xe 
(30) = — 
(30) = = 


| 
+++ 


| 
| 


の の の の の の の の の 


Ethyl alcohol 


70 


90 


WD Whe Wr 


4) | + 
(16) + 
(30) T. 
(30) = ー 
(30) = ー 
(30) = zs 
(30) = ー 
(30) S = 


の の の の の の DOO 


Sodium bicarbonate 


2 


10 


LA 
we we Qt 


(30) = 
(30) | ー 
(30) | ー 
C30) = 
C30) = 
(30) = 
C30) 
(30) 
(30) = 


の の の の の の の の の 
+++ +++ +++ 


Boric acid 


go) ] = 
(19) 
(305 = 


+++ 


Saline control 2 


(12) | 
C12) 
(135 = ー 


++ | 
| 


| 
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Tp and drug were incubated at 4*C for 15 minutes, 


xD : 
** s: 


Death of mice 
Survival of mice 


KEK i Numbers in parentheses give the survival days of mice 


表 1 及び 表 2 に 示し た 如く , クレ ゾー ル 石 鹸 液 中 に 
- お いて は , 本 増殖 型 は 0.1% の 濃度 で は 15 分 間 生 存 
し た が , 1 % で は 死滅 し た . Bev.Cyst も RH と 同 
様 の 成績 が 得 ら れ た . 

ハイ アミ ン 液 は 塩化 ベン ゼ ト ニウム を 含有 する 水溶 
BEC, 逆 性 石鹸 と 呼ば れる 殺菌 消 TEACH SDS, RH 
及び Bev.Cyst は と も に 1% ハ イア ミン 液 中 で 155 
- 以 内 に 死滅 し た . 


マー ゾ ニ ン 液 は エチ ル 水 銀 チ オ サ リ チ ル 酸 ナ ト リ ウ 
ム を 主 成分 と し , PA FEHNRARORMOMBAIECL 
て 使用 され て いる . マー ゾ ニ ン 液 中 で RH 増殖 型 は 0. 
01% 濃 度 で 死滅 し た が , Bev. Cyst は 1 % 濃 度 に お い 
て も な お 生存 し , か つ , マウ ス に 対す る 感染 性 を 維持 
し て いた . 

右 炭 酸 液 中 で は 1 % 濃度 で 増殖 型 は 死滅 し た が , 
Bev, Cyst は 5 % 濃 度 で も 生 残 し , 10% で は 死滅 し た . 


232 Ce 


局 方 ホル マリ ン は 37% 廿 CTO. を 含有 し て いる が , 
と の 局 方 製 品 を 原液 と し て 濃度 を 調製 し た . RH は 
0.1% 以 上 の 濃度 で 死滅 し , Bev.Cyst も RH と 同様 
の 結果 が 得 ら れ た . 

500% エ チル アル コー ル 液 中 で は RH と Bev, Cyst 
は と も 15 分 間 生 残し , 70%, 90% ア ルコ ー ル 液 中 で 
は 両 株 と も 死滅 し た . | ; 
EEKE MEI, GAA Loci 2 % 前 後 を 用 い 
られ て いる が , こと の 濃度 及び それ 以上 の 濃度 (4%, 10 


表 3. RH 増殖 型 に 対す る トリ プシ ン の 効果 


96) で は RH と Bev.Cyst の 感染 性 に は 何ら の 傷 
も みとめ られ な か っ た . | 

PAB KISS, Aue DTH SN SBA, 
1 ~ 2% の 濃度 で ある が , と の 濃度 で は RH も Bev. 
Cyst も と も に 全く 傷害 を 受け ず に 生 残 し た 。 
2. =, 三 の 消化 酵素 に 対す る Tp 原 忠 の 抵抗 性 に つ 
いて の 検討 

TP の 経口 感染 の 場合 , 原虫 は 消化 液 , 消化 酵素 , 
胆汁 等 の 作用 に 打 勝 っ て は じ め て 感染 が 成立 する . OH 


Table 3. Effect of trypsin on viability of the RH proliferative form 
acca malt No, of mice Fate of mice Detection of T, gondii T 
(hour) (96) inoculated : inoculated Prolif, form Cyst 
1 Doce: n + | = 
0.1 2 D (7) + — 
3 D C7) + 
l D (7) + 
0 5 2 D (7) + a 
3 D (D + 
1 1 D (8) + 
1,0 2 D (8) T — 
? D (8 + ー 
Saline ! ede + = 
Control D) t n 
3 D (7) + ー 
1 D (8) + = 
0.1 2 D (8) + = | 
3 D (7 + — 
1 D (8) + | 
0.5 2 D (8) | 4 = | 
3 D (d . + 
P 1 D C10) | E 
1.0 2 D (10) =f a 
3 D (10) + = 
Saline 
2 D ( 8) ip = 
Control 3 D (9) ef = 
| 1 D (10) + = 
0,1 2 D (8 + = 
3 D (8) + 
1 S (30) | T - 
0.5 2 S (30) E x 
3 D (13) + 
, 1 S (30) - 
1.0 2 S (30) = | ES 2 
3 S (30) — | = 
Saline 5 C de ーー 
+ d 
Control 3 D d 9) + る 


Tp and trypsin were incubated at 37°C, 
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乳 動物 に み ら れ る 酵素 の うち 主要 な も の 2, 3 を 選び , に 生食 水 で 2 回 遠 沈 洗 湊 の 後 , マウ ス 腹 腔 内 に 注射 し 


と れ ら の 酵素 が Tp に 対し て どの よう な 効力 を 発揮 す  ・ た . 

る か を 知る 目的 で と の 実験 を 行なっ た . 各 酵 素 液 は その 作用 を 十分 に 発揮 させ る た め に , X 
実験 に 用 いた 消化 酵素 は トリ プシ ン , ペプシ ン , ジ 適 pP は の 生食 水 が 溶 媒 と し て 用 いら れ た . し か し な が ら , 

アス ター ゼ 及 び リ パー ゼ で ある . と の pH は 原虫 に 傷害 を 与え を る も の で あっ て は な ら 
と れ ら の 酵素 は 生食 水 を 用 いて 溶解 し , EUREN な い . すでに, 第 1 報 に お いて 記載 し た 如く , RAB 


と 等 量 ず つ 混 和 し て 最終 濃度 が 求め る 濃度 に な る よう HANZ pH 1.2 の 強酸 度 液 中 に お いた 場合 , 3 時間 後 
に 調製 した. 各 混 合 液 は 537°C の 恒温 槽 内 に 保持 し て , より 傷害 を 受け て いる こと こと が みとめ られ , 22 時 間 後 に 


所 定 の 時 間 毎 に 取出 し , 直ちに 遠 沈 し て 集 虫 後 , さら は 死滅 し て いた . また , 第 1 報 に 記述 し た よう に , RH 
表 4. Beverley シス ト に 対す る トリ プシ ン の 効 栄 


Table 4. Effect of trypsin on viability of the Beverley cyst 


cere di- eg No: OF mice Fate of mice | Detection e T. gondii x 
(hour) C%) inoculated inoculated Prolif. form Cyst 
i 1 | D- C8) + | = 
| 0,1 2 D 710) + ー 
3 D (9 + | 
| 1 D (11) | + | ー 
| 0,5 2 S (27) | — + ー 
3 D © accident? | — ー 
j 1 D (11) + = 
1.0 2 D C10) a | 
3 D (18) | 
1 | て C9 F = 
Sali | : 
Conceal : | D go) bi | bi 
3 | D dD E 2 
1 DD 10) | 4: | s 
0,1 2 D (11) i 4 | = 
3 | D (10) | a ont 
1 ^ D (10D + = 
0.5 2 D (105 " = 
| 3 D (10) + | 
3 1 D (10) + 
1,0 2 D (11) z = 
3 D (10) + is 
] 1 D (12) や = : 
Saline iu | 
2 D (125 2h es 
Control 3 D (12) = | 
1 D (10) ト = 
0.1 2 D (10) 4 = 
3 S (30) ー E: 
1 | D C9) = 
0.5 2 D (9) 2 = 
| 3 D (10) E | 
5 1 D (10) E kt 
1.0 2 D (10) | de = 
3 D (10) i = 
Saline ; TEC : = 
Control 3 D C9) = 


Tp and trypsin were incubated at 37°C, 
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及び Bev.Cyst は と も に , pH 5.07 12. 0 の 広い pH 
域 に 強い 抵抗 性 を 保有 し て いる と と が 明らか に され た . 
と の た め , ペプシ ン 液 の pH は 2.6 に 調製 し た . KE 
素 液 は INNaOH 及び INHC1 を 用 いて , 酵素 作用 に 
適し た pH で し か も 原虫 に 傷害 を 与え を ない p 廿 を 選ん 
だ . すなわち トリ プシ ン 液 は pH 8.0, ペプシ ン 液 は 
pH 2.6, リパーゼ 液 は pH8.5 ま た ジア スタ ー ゼ 液 は 
pH 8.0 と し た . 

原虫 数 は R 耳 が 80 万 個体 /0. 1cc, Bev, Cyst 32404 
/0.1cc で あっ た . 

実験 の 結果 , X5, 表 4, 表 5 並 びに 表 6 に 示し た 
如く , RH 増殖 型 と Bev.Cyst は と も に トリ プシ ン 
及び ペプシ ン の 作用 に 対し て 比較 的 抵抗 性 が 強く, 検 
査 さ れ た 濃度 範囲 で は 5 時 間 後 の 検査 に お いて も , な 
お 原虫 は マウ ス に 対す る 感染 性 を 維持 し て いた . 


し か し , 一 方 , ジア スタ ー ゼ 及び リパーゼ の 酵素 作 
用 が Tp 原虫 に 及ぼ ば す 影 響 を 検討 し た 結果 , KT, 
表 8, 表 9 並び に 表 10 に 記載 する 成績 が 得 ら れ た . す 
な わ ち , 両 酵素 に 対し て は , 5 時 間接 触 に よっ て R 了 革 
原虫 は 死滅 し た が , Bev.Cyst は 5 時 間 後 も な お 生 
RL, より 強い 抵抗 性 を 有する と と が 確認 され た . 

3. 胆汁 液 中 に お ける Tp の 抵抗 性 に つい て の 検討 
胆汁 は 肝 細 胞 で 作ら れ , 細 胆 管 に 集まり , 総 腸管 
を 経て 十二指腸 に 排 湯 さ れる 液 で , 肝臓 か ら 絶え ず 分 
泌 さ れ て いる . 胆汁 は その 中 に 含ま れ て いる 胆汁 酸 の 
作用 に よっ て 脂肪 の 乳化 を 助け , 脂肪 酵素 の 作用 を 容 
Bikol, 難 溶 性 の 物質 を 水溶 性 に し て 吸収 を 容易 
行なわ せる 働き を し て いる . 

Tp 原虫 が 胆汁 と 触れ た 場合 ,、 マ ウス に 対す る 感染 

性 に どの よう な 萌 響 が み ら れ る か に つい て 検討 し た . 


表 5. RH 増殖 型 に 対す る ペプシ ン の 効果 
Table 5. Effect of pepsin on viability of the RH proliferative form 
Time of Conc, of No, of f Detection of 7, gondii 
digestion pepsin mice Fate x. d HA 
Chour) (965 inoculated HIE Prolif, form Cyst 
1 D (6) + ー 
On 2 D (7 + ー 
3 D (6 T = 
1 D (6) m = 
1 0,5 2 D C6 + = 
3 D (6 + ー 
1 D (6) + zh 
1.0 2 D (7) + = 
3 D (6 + = 
1 S (30) z = m 
0.1 2 D C8) + ー 
3 D (7) + — 
1 S (30) = T 
3 0,5 2 D (10) + 6 
3 D (9 + ー 
1 | DC) + ae 
1.0 2 D (7) + E 
3 D . (10$ + i 
1 D (8) " = 
0,1 2 D (9) + ー 
3 D (9j pa = 
1 D (8) T — 
0.5 2 D (8 + = 
3 D <8) + = 
5 1 S (30) ー ー 
1.0 2 D C14) 4 E 
3 D (10) + = 
Saline l Do (72 T ーー 
Contro1 : Ce E KE 
3 D < 6) + = 


Tp and pepsin were incubated at 37°C, 
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ERCA ORERE E. 0 t PATI CERE トリ ウム 溶液 中 に お ける Tp 原虫 の 抵抗 性 に つい て 


し た 胆汁 で ある 。 こと の 和牛 胆汁 は 生食 水 て に よっ て 稀有 し , の 検討 
等 量 の 原虫 液 を 加え た 最終 濃度 を 1,10, 25 及 び 50% 渡 人 体 に お ける 胆汁 の 成分 と し て は , 胆汁 酸 , AT 


度 に な る よう に 調製 し た . 胆汁 ・ 原 虫 混合 液 は 37°C 素 が 主 で あり , その 他 , WEBB, wc £v, 
恒温 積 内 に 所 定 の 時 間 保 持 し た 後 , WERL, さら 質 , ムチ ン , コレ ステ リン , 無機 物質 な ど が 含ま れ て 


に 2 回 遠 沈 洗 光 後 , 生食 水 浮 涯 液 と し て マウ ス に 接種 いる が , と の うち , 胆汁 酸 の 主 成分 は , コー ル 酸 , ケ 
Li, 混合 液 中 の 原虫 数 は RH 180 万 個体 /0.2cc で あ ノ デ ス オ キ シコ ー ル 酸 ,。 デス オキ シコ ー ル 酸 並 びに リ り 
り , Bev. Cyst は 400 個 /0.2cc で あっ た . トコ ー ル 酸 な ど で あ る . | 

と の 実験 の 結果 , 表 11 と 表 12 に 示す よう だ , “EAR こと これら の 肥 汁 酸 の 50 ン 75% は グリ シン と 残り は タウ 


液 中 に お ける 時 は 25% 濃 度 液 中 で 5 時 間 の 接触 に お リン と 抱合 し , 所 詩 抱 合 胆汁 酸 ( ゲ グリ ココ ー ル 酸 , タウ 

いて 生存 が みとめ られ た が , 50% 濃 度 液 5 時間 で は 死 ロコ ー ル 酸 ) と し て 分 泌 さ れ て いる . 胆 汁 酸 の 主 な 生理 

HU. し か し , Bev. Cyst は 50% 胆 視 液 中 に 5 時 間 作用 は 強力 な 利 胆 作用 と 脂肪 の 消化 促進 作用 で あり , 

接触 させ て も 原虫 は 死滅 し な か っ た . と の 他 に も ビタ ミン 類 吸 収 作 用 と 利尿 作用 が 認め られ 
4. コー ル 酸 ナトリウム 及び デス オキ シコ ー ル 酸 ナ て いる . 


表 6. Beverley シス ト と 対す る ペプシ ン の 効果 


Table 6. Effect of pepsin on viability of the Beverley cyst 


dices | 2n Bea | Detection of T, ondii 
Chour) | C96) inoculated inoculated 


Prolif, form Cyst 


(13) + 
(30) 2: 
(300 ー 
(305 ー 
(30) ー 
(30) = 
C30) z 
(30) | ー 
(30) ー 


(30) - 
(30) | ー 
(30) ー 


(30) 
(30) 
(30) 
(305 
(30) 
(39) = 


Oo 

tn 
Wr WHR wh 
の の の の の の 上 の の 
pb +++ FB ig 


| 


| 
+++ 


| 


I 
© 
[2 
WHE Whe TUS 
の の の の の の の の の 


+++ +++ 


(30) ES 
(30) 
(30) 


(30) 
(30) 
(30) | 
(30) = + 
C10) = 
(30) | — + 


| | 


+++ +++ 


[m] 
n 
AN H7 WNE wh 
+ 


= 


(30) = 
(30) 
(30) | = 


Saline 
Control 


の の (の non の の の の の の 


Ww bo 
| 
+++ 


Tp and pepsin were incubated at 37°C, 
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と の 実験 で は , 胆汁 酸 の 主 成 分 で ある コー ル 酸 並び 
デス オキ シコ ー ル 酸 に 対し , 原虫 は どの 程度 の 抵抗 
性 を 保有 し て いる か に つい て 検討 し た も の で ある . 

実験 に は 水溶 性 の コー ル 酸 ナトリウム と デス オキ シ 
コー ル 酸 ナトリウム を 使用 し た . と れ ら の 薬剤 と 原虫 
淫 遊 液 と の 混合 液 の 濃度 は 0.1, 1.0, 2.5 及 び 5.0% で 
HY, 39?C の 恒温 槽 内 に 30 分 , また は 3 時 間接 触 さ せ 
た . 接触 後 , 原虫 を 生食 水 で 2 miL, マウ ス の 腹 
腔 内 に 接種 し た 。 接 種 時 の 虫 体 数 は RH180 万 個体 /0.2 
cc, Bev.Cyst520 個 /0.2cc で あっ た 。 


0.1% 以 上 の コー ル 酸 ナトリウム 溶液 中 (に お いて , 
RH 増殖 型 は 30 分 間 の 接触 に より すべ て 死滅 し た が 
(R13), Bev.Cyst は 表 14 に みる よう に , 5.0% コ ー 
ル 酸 ナトリウム 液 中 に 3 時 間接 触 後 も な お 原虫 の 生 残 
が 確認 され , RH 増殖 型 よ り も Cyst は より 強い 抵抗 
性 を も つと と が 認知 され た 。 

5 % 以 下 の デ ス オ キ シコ ー ル 酸 ナ トリ ウム 溶液 中 に 
BOT, R 是 増殖 型 よ と Bev.Cyst は 30 分 の 接触 時 間 で 
は 両 株 と も に 生存 が 確認 され た ( 表 15). 


表 7. RH 増殖 型 に 対す る ジア スタ ー ゼ の 効果 
Table 7. Effect of diastase on viability of the proliferative form 
Time of Conc, of | No, of : Detection of T, gondii 
digestion Pepsin mice ME d ^ HA 
(hour) (96) inoculated aTe Prolif, form Cyst i 
1 D て ④ i: E 
0,5 2 D ¢ 4) 4 | m 
3 D (4) + | 
1 D (4) 上 | 
1.0 2 D (75 + | — 
3 | D ¢ 5) + | 
! 1 D £9 + = 
5.0 2 D (8) T. = 
3 D (10) + » 
Saline i D (4) + ー 
Contro1 : Do CH) T a 
3 D (4) $ - 
| 1 D C7 + = 
0.5 2 D CX. 3 e = 
3 D (7) -+ 
1 D (10) + e 
3 1.0 | 2 D Č 8) + = 
| 3 D (10) 4 
1 D C9) + 
5.0 2 D (8) -+ ay 
3 D (8) | -+ — 
1 S (30) = | 2 
0.5 2 S (30) - = 
3 S (30) i 
1 S (30) - 
5 1.0 2 S (30) — — 
3 S (30) ー 
1 S (30) 
5 0 2 | S (30) = = 


Tp and diastase were incubated at 37°C, 
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表 8. Beverley シス ト に 対す る ジア スタ ー ゼ の 効果 
Table 8, Effect of diastase on viability of the Beverley cyst 

Time of Conc, of No, of ; Detection of T, gondii 
digestion diastase mice N EE fi 
Chour) C962 inoculated Prolif, form Cyst 

1 D (10) + z 

0.5 2 S (30) — 4 

3 S (30) = + 

1 D (10) 4 = 

1.0 2 S (30) = + 

3 S (30) | = + 

; 1 D (105 + = 

5.0 2 D (10) + ー 

3 S (30) | — -+ 

Saline ! D 6190) bd ー 

Control : pO E Bi 

3 D (105 — 

| 1 D (10) + 5 

0.5 | 2 D (9) + = 

3 D (9) + = 

1 S (305 — + 

3 1.0 2 D (10) -+ = 

3 D (105 4 = 

1 D (9) + z= 

5.0 3 D (9) i + = 

3 S (30) | に + 

1 D C10) 4 ー 

0.5 2 D (105 + = 

3 D C 9) + TE 

| 1 D (9) E = 

5 1.0 | 2 D 95 + n 

3 D (9 + ー 

1 D (95 + E 

5.0 2 D C9) ES — 

3 D (13) EE =P 


Tp and diastase were incubated at 37°C, 
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表 9. RH 増 敵 弄 に 対す る リパーゼ の 効 此 
Table 9. Effect of lipase on viability of the RH. proliferative form 
Time of Conc, of No, of : | Detection of T7 .sgondiü 
digestion lipase mice dus NE | HA 
(hour) C962 inoculated OGRA Prolif. form Cyst 
1 D <9) E: | ES 
1.0 2 D (9) | — 
3 D (9) | — 
1 D て 9) + | ー 
1 2.5 2 D (9) + | — 
3 D (10) + ー 
1 Do 9) T ー 
5.0 2 D (10) + = 
1 D (9) T s 
1,0 2 D (9) + = 
3 D (9) a = 
1 D < 9) + E 
3 2.5 2 D (9) 4 En 
3 D (9) + — 
1 D (9) + ー 
5.0 2 D (10) + _ 
3 D (9) t =) 
1 S (30) = = = 
1.0 2 S (30) — = 
3 S (30) — — 
1 S (30) — 
2.5 2 S. (30) — — 
3 S (30) -— = 
P 1 S C30) a 
5.0 2 S (30) = = 
3 S (30) = E. 
Saline : DoC) t ~ 
Control ‘ puri ? m 
3 D (6) $ の 
Tp and lipase were inucbated at 37°C, 
表 10. Beverley シス ト に 対す る リパーゼ の 効果 
Table 10. Effect of lipase on viability of the Beverley cyst 
i o. of No, of mice Fate of mice Detection of T, gondii 
Chour) (962 inoculated inoculated | Prolif. form Cyst 
1 S (25) ー + 
1.0 2 D (12) + es 
3 D (12) T = 
1 D (12) + = 
2.5 2 D (95 t = 
3 D (9) + m 
5 1 D (9) E = 
5.0 2 D (10) + is 
$ D < 9) + | 
Saline ! Do 23 t = 
Control E De CH + — 
D (12) + Me 
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Table 11. 


生 胆 汁 液 中 に お ける RA 増殖 型 の 生 残 


biliary solution 


Survival of the RH proliferative form of Toxoplasma in bovine 


Time of 
exposure 
Chour) 


Conc, of 
bile 
C96) 


No, of mice 
inoculated 


| Fate of mice | 


inoculated 


Detection of T gondii 


| Prolif, form | Cyst 


HA 


10 


25 


50 


C9 P2) GH re Nee ho 


10 


25 


50 


C3 hj x WHR WN FE Wh 


Op キ 二 十 ttt | tH F444 444 444 
| 


j | 
1 | 


| 
| 


Table 12. 


Saline 
Control 


Tp and bovine bile were incubated at 37°C, 


邊 胆汁 液 


3 


biliary solution 


DOO] ONY gQocg ビワ ロワ ワ ワ ロビ | ビワ ロワ COO ロワ ロワ ロワ 


+++ 
| 


に お ける Beverley シス ト の 生 残 
Survival of the Beverley cyst of Toxoplasma in bovine 


Time of 
exposure 
Chour) 


Conc, of 
bile | 
C96) 


No, of mice 
inoculated 


Fate of mice 


inoculated 


Detection of T, gondii 


Prolif, form 


Cyst 


10 


25 


50 


WHF wne WHE Whe 


(11) 
(30) 
(30) 
(30) 
(30) 
(30) 
(18) 
(25) 
(10) 
(23) 
(25) 
(28) 


の の の Jun の の の の の 


+++ ++ 


Saline 
Control 


Tp and bovine bile were incubated 


C115 
C13) 
C10) 


EE 


+++ 


at 37°C, 
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表 13. 
Table 13. 


コー ル 酸 ナトリウム に 対す る 時 増殖 型 の 抵抗 性 
Resistance of the RH proliferative orm to Sodium Cholate 


Time of 
exposure 
(minutes) 


Conc, of 
Sodium Chol- 
ate C96) 


No, of mice 
inoculated 


Fate of mice 
inoculated 


Detection of T. gondii 


HA 


Prolif, form 


Cyst 


30 


2,5 


5.0 


WHR WH WNE Wh = 


C30) 
C305 
(30) 
(30) 
C30) 
(30) 
(30) 
(30) 
(30) 
(30) 
(30) 
30) 


の の の の の の の の の の の の 


Saline 
Control 


Wh = 


C 5) 
C 92 
C 5) 


ロビ ロワ 


+++ 


Tp and sodium cholate were incubated at 37°C, 
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Table 14. 


コー ル 酸 ナトリウム に 対す る Beverley シス ト の 抵抗 性 
Resistance of the Beverley cyst to Sodium Cholate 


Time of 
exposure 
Chour) 


Conc, of 
Sodium Chol- 
ate (962 


No, of mice 
inoculated 


Fate of mice 


inoculated 


Detection of T, gondi 


Prolif, form 


Cyst 


0.5 


0, 1 


C3 bor WDM wne Cb) -— 


Gunn non Quo の ビワ 
€^ 
= 
NP 


+ | 


| 


++ 414 


n 
© 


mr QR Wr 


の の の の の の の の の 
co 
tn 
e 
ペン 


+++ +++ +++ 


Saline 
Control 


1 
2 
3 


UU 
© 
ペン 


+++ 


[ 
| 
| 
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Tp and sodium cholate were incubated at 37*C, 
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表 15. デス オキ シコ ー ル 酸 ナ トリ ウム に 対す る Toxoplasma gondii の 抵抗 性 
Table 15. Resistance of 7 gondii to Sodium Desoxycholate 
Strain Conc, of So- No, of mice : Fate of mice | Detection of T.gondii 
dium Desoxy- inoculated inoculated : 
cholate C%) Prolif, form Cyst 

1 D (135 + 
0.1 2 D (12) -+ 
3 D (12) "e 
1 D (135 * 
RH 1.0 2 D (13) 十 
3 D (14) + 

Saline 5 5 6 上 Ps ー 

Contro1 3 Den a8) d a 

1 S (30) = ap 

0.1 2 S (30) — + 

3 S (30) + 

1 S (305 + 
Bev, Cyst 1,0 2 D (15) + 
3 D (13) + 

Saline : 5 S x 7 

Control 3 D (12) n T 


Tp and sodium desoxycholate incubated at 37°C for 30 minutes, 


考 


Toxoplasma gondii は 人 体 (に きわ め て 重大 な 疾病 を 
も た らし , 殊 に 乳幼児 に お いて は 致死 的 感染 を 惹起 し , 
また 広汎 な 不 顕 性 感染 の 実態 も 次 第 に 明らか に され て 
き て いる . し か し な が ら , 自然 感染 経路 は 先天 性 感染 
を 除い て は 実証 性 に 乏 し い 現状 で ある . 従っ て , AR 
患 の 予防 及び 治療 に 関し て は 未 解決 の 問題 が 多く 残さ 
れ て いる 。 予防 対策 を 推進 する (に あたっ て , 本 原虫 の 
感染 動物 か ら 外界 へ の 排 洪 経 路 , 外界 に お ける 生 残 性 
お よび 生体 へ の 感染 経路 等 に つい て 十分 な 知識 が 与え 
られ ね ば な ら な い . 

Tp は 生体 か ら の 分 泌 物 あ る い 排 港 物 を 介 し て 外界 
に 排 注 さ れる と と が 知ら れ て いる . すなわち , EHHE 
へ の 出現 を 示唆 し た Mesnil et al, (1918) の 論文 , 
嘩 中 液 に Tp の 排 洪 を 実証 し た Eichenwald (1948), 
Manwell et al, (1951) 及び 檜垣 (1959) ら の 報告 も 
あり , また , Perrin (1943) は 腸 内 容 物 中 に 出現 する 
と いい ,。O1afson et el, (1942), Fankhauser (1951) 
ら は 腸 内 容 物 の 他 に 尿 中 に も Tp は 出現 する と と を 確 
誤 し て いる 。 と の 外 に も , 乳汁 (Laven eg7.1950), 
wees (van Thiel etal, 1949) 及び 涙 液 中 か ら Tp を 
検出 し た と いう 報告 が ある . 


Ex 


し か し な が ら , Tp の 外界 で の 抵抗 性 に つい て 検討 
し た 報告 は 部 分 釣 に 散見 する 程度 で あっ て (Manwell 
el cl, 1945), 僅か に Jacobs et al, (1960) の 比較 的 詳 
細 な 論文 を 見 る に 過ぎ な い . 多く の 研究 者 が 一 致し 
て みとめ て いる と と は , Tp は 理化 学 的 刺 載 に 対し て で 
抵抗 性 が 弱く , 感染 動物 の 体外 で は 容易 に 死滅 する 
Obligate intracellular parasite で ある と いう と と 
で ある . 

Tp の 伝 描 に 関す る 研究 は , 一 般 に Tp の 増殖 型 を 実 
験 材料 に 用 いた も の が 多い . 例え ば , 節 足 動物 へ の 感染 
実験 な ど は ほとん ど 和 失敗 に 帰し て いる . と の 原因 を 増 
婚 型 の 抵抗 性 が 弱 いと と に 原因 づけ る 研究 者 て Jacobs。 
1956) も ある . また ,Jacobs et al,(1953;1956;1960) 
の 報告 に は , Tp の Cyst 型 は 組織 蛋白 成分 が 共存 し 
た 場合 , あるいは , 低温 に 保存 され た と き は 増殖 型 よ 
り も は る か に 抵抗 性 が 強く , 長 時 間 に わ た っ て その 病 
原 性 を 保有 し て いる と 記載 され て いる . 

著者 ら は , すでに 第 1 報 (1968) に お いて 述べ た よ 
う に , Tp の 増殖 型 と Cyst 型 と の 抵抗 性 は ほ ば 同等 
と み ら れ た が , 0“C 附 近 の 低温 に 保存 し た 場合 , Cyst 
型 は 増殖 型 の 約 6 倍 も 長く 生 残し て いる と と を 証明 し 
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だ 。 

本 報 に お いて は , 日 党 実 験 室内 で 使用 され て いる 2, 
$ の 消毒 楽に つい て 増殖 型 と Cyst 型 の 抵抗 性 の 差異 を 
比較 検討 し た 結果 , 1% ク レゾ ー ル 石鹸 液 」1%% ハ イア 
ミン 液 , 0.1% ホ ル マ リ ン 水 及び 760% エチ ル ア ル コー 
ル 液 等 に お いて 15 分 間 で 原虫 は 死滅 し た . し か し , 増 
殖 型 は 0.1% 石 炭酸 及び 0.001% チ メロ サー ル (マー ゾ 
ニン ) 液 中 15 分 間 で 死滅 し た が , Cyst は 増殖 型 よ り も 
強く 抵抗 し 5 % 石 炭酸 及び 1%% チ メロ サー ル 液 中 で 15 
分 間 の 接触 に 生 残し た . と れ は 今後 Tp の 消毒 に あ た 
っ て 注意 すべ き 事 柄 で ある と 考え る . 

実験 に 用 いた 消毒 薬剤 中 , 最も 殺 減 作用 の 強かっ た 
も の は ホル マリ ン で あっ た . Ek, Wk AWAL 
て 用 いら れ て いる 重曹 水 や 契 酸 水 は 洗 光 用 の 濃度 (2 
^ $96) で は Tp を 死滅 させ る と と は 不可 能 で あり , 
殺 汰 効果 を 期待 する より も むし ろ 洗 浴 効 果 の 方 に 意義 
が ある よう に 思考 され た . 著者 の 予備 実験 に お いて , 
市 販 さ れ て いる 洗眼 液 の 原虫 に 対す る 殺 減 効果 は 無効 
で ある と と を 認め て いる ( 未 発表 資料 ) . クレ ゾー ル 
石鹸 液 , ハイ アミ ン 液 も 洗 浴用 の 濃度 (0.190 で は 
Tp を 死滅 させ る と と は で き な い 、. 今回 の 実験 に お い 
"C, 薬剤 と 接触 後 の 原虫 は 遠心 沈 汰 に よっ て 生食 水 
で 2 回 洗 浴 の 後 , マウ ス に 接種 し た の で ある が , 石炭 
酸 液 と 接触 きせ た 原虫 は 2 回 洗 藻 後 接種 し た に も か か 
わら ず , -sA(m SEIL, 死に まで は 至ら な 
か っ た が , 接種 マウ ス の 変 状 が 観察 され た . と れ は 洗 
的 後 の 原虫 浮遊 液 中 に も な お 微量 の 石炭 酸 が 残存 し て 
と の よう な 癌 嫌 を 春 起 させ た も の と 思わ れ た . と の と 
と か ら 2 回 の 洗 浴 に よっ て , 楽 剤 と の 接種 を 完全 に 断 
58048 25i»covciisEpP CHO, 中 体内 部 また は 
体 表 部 に 吸着 し て 薬剤 が 残存 する 可能 性 は 十分 に 考え 
られ る . 

Tp の 経口 感染 の 場合 , 原虫 は 胃液, 消化 液 及び 消 
化 酵 素 な どの 作用 を 克服 し て 後 , 感染 が 成立 する 訳 で 
あっ て , と の よう な 分 泌 液 に 対す る Tp の 抵抗 性 に つ 
いて 2, 3 検討 し た . その 結果 , 増殖 型 及 で Cyst 型 
は トリ プシ ン や ペプシ ン の 1 % 以 下 の 濃度 で は 5 時 間 
混和 後 も 原虫 の 感染 性 は 保持 され て いた . 

Jacobs et g7. て 1960) は , 増殖 型 は 1% ト リプ シン 液 


中 で 少く と も 3 時間 は 生 残 し た が , 6 時 間 以 上 で は 死 


滅 し た と 報告 し , Cyst 型 の 場合 , Cyst 膜 は トリ プシ 
ン の 作用 に よっ て 直ちに 破壊 し た が , 渡 出 し た 原虫 は 
少く と も 6 時 間 は 生存 し て いた と 記載 し て いる . AS 
シン 液 中 で の Cyst の 生 残 性 は Jacobs ら の 成績 と ほ 


ば 同様 の 結果 で あっ た が , 増殖 型 の 抵抗 性 に お いて 大 
き な 差 が み ら れ た . すなわち , Jacobs ら に よれ ば , 
増殖 型 は 0.2% ペ プシ ン 液 中 で 1 時 間 以 内 に 死滅 し た と 
報じ て いる が , 今回 の 著者 ら の 実験 で は 1 % ペ プシ ン 
液 中 で 5 時 間 後 も 原虫 は 生存 し て いた . と の 両者 の 成 
績 の 相違 点 が 何 に 由来 する か 不明 で ある が , Jacobs 
ら の 実験 で は ペ プシ ン 液 の 調製 に お いて HC を 加え 
て pH を 胃液 と 同様 Cp 有 H1~2 う に 調製 し て いる の で , と 
の pH の 差異 原因 が ある の か も し れ な い . 著者 ら の 
実験 で も , 第 ] 報 に 記述 し た よう に , 増殖 型 は pH 1.2 
に お いた 場合 3 時間 後 よ り 原 虫 は 傷害 を 受け , 22 時 間 
後に は 死滅 し て いた と と が 明らか に され , RH 及び 
Bev.Cyst は と も に pH 3.0 て 12.0 の 広い PH 域 に 強い 
抵抗 性 を 示し た と と か ら , 今回 の 実験 で は ペプシ ン 液 
の pH は 2.6 に 調製 し て いる . 

一 方 , 5 % ジア スタ ー ゼ 及び 5 % リ ペー ゼ 液 中 で は 
5 時 間 後 に は 死滅 し た が , Cyst 型 は 5 時 間接 触 後 も 
生 残 し て いた . 

つぎ に , 胆汁 液 中 で は Tp は 両 型 と も か な り 強 い 抵 
抗 性 が み ら れ た . また , 胆汁 成分 の うち 胆汁 酸 の 主 な 
成分 で ある コー ル 酸 と デス オキ シコ ー ル 酸 に つ いて 
Tp の 抵抗 性 を 調べ た 結果 , 0.1~5.0% 濃度 の コー ル 
酸 ナ トリ ウム 溶液 中 で RH 増殖 型 は 30 分 以内 に 死滅 し 
た が , Cyst 型 は 3 時 間 後 も マウ ス に 対す る 感染 性 を 
維持 し て いた . 

一 般 に , 胆汁 は 水分 97.46% と 乾燥 成分 2.54% の 組 
成 を も ち , 乾燥 成分 中 に 胆汁 酸 は 0.9% 含 まれ , コー 
ル 酸 は 50 ン 75% が グリ シン と 残り は タウ リン と 抱合 し 
て 抱合 胆汁 酸 (グリ ココ ー ル 酸 , タウ ロコ ー ル 酸 ) と 
し て 分 泌 さ れ て いる . 胆汁 酸 中 で は タウ ロコ ー ル 酸 
0.22%, グリ ココ ー ル 酸 6.90% 含 有 さ れ て いる と いわ 
れ て いる . 人 遊離 胆汁 酸 は 生理 的 に は ほとん ど 存 在 せ ず , 
病 的 な 場合 に の み 出 現す る と いわ れ て いる . 胆汁 中 に 
抱合 胆汁 酸 の 占め る 割合 は タウ ロコ ー ル 酸 0.0056%, 
グリ ココ ー ル 酸 0.195% 程度 で あろ う て と 推定 され , KE 
っ て , 胆汁 中 に 含ま れい る コー ル 酸 用 大 デス オキ シ 
ュー ル 酸 の 濃度 は きわ め て 微小 で ある と 考え られ , X 
11 及 び 表 12 に みる よう に , 正常 な 胆汁 の 稀釈 液 (25 ン 
50%) 中 で 原虫 が 強く 抵抗 し て 生 残 し た と と は と の よ 
うな 理由 に よる も の と 推測 し て いる . 胆汁 酸 の 中 で は 
コー ル 酸 が Tp に 対し て 大 きく 傷害 を 与え て いる も の 
と 思わ れる が , 今回 の 実験 で は 生理 的 濃度 より は る か 
(に 大 きい 濃度 が 用 いら れ て いる と と を 考慮 すべ き で あ 
ろう . 本 研究 の 範囲 内 で は , Cyst 型 が 増殖 型 より も 消 
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化 酵素 や 消化 液 ? i diei る こと 
と は 確実 で あり , Cyst 型 に よる 経口 感染 の 可能 性 を 十 


む 


Toxoplasma gondii の 増殖 型 (RHER) 及び Cyst 型 


て Beverley 株 う の 消毒 薬 , 洗 浴 , SUA, THIGHS, JE 
汁 及 び 胆汁 酸 等 に 対す る 抵抗 性 を 如 vitre に お いて 比 
moat, 以下 の 成績 を 得 た . 
1. RH 増 殖 型 は 1%% ク レゾ ー ル 石鹸 液 。 1%% ハ イア ミ 
ン 液 , 1% 石 炭酸 水 , 0.01% チ メロ サー ル 液 , 0.1% ホ 
ル マ リ ン 液 ,7006 エ チル アル コー ル 波 中 に お いて \C15 
分 間 の 接触 に よっ て 死滅 し た が , これ 以下 の 濃度 液 , 
1096 3€ EK IO: 2 % 生 酸 水中 に お いて 邊 残し た . 
Beverley 株 Cyst は 増殖 型 と ほぼ 同等 の 成績 が 得 
られ た が , 5% 石 炭酸 水 及 び 0.1%% チ メロ サー ル 液 中 で 
ERLE. , i 
2. RH 増 殖 型 は 0.5% ト リプ シン 液 中 39“C5 時 間 ,1.0 
% ペ プシ ン 液 中 5 時間 5 % ジアスターゼ 液 中 3 時 間 
及び 5 % リパーゼ 液 中 で 3 時間 の 接触 に お いて 生存 し 
た だ: 
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Beverley Cyst は 1% ト リプ シン 液 5 時 間 , 5 % ジア 
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